
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館
・
多

摩
」
設
立
一
周
年
記
念
企
画 

 
 

／
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
／ 

 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館
・

多
摩
」
が
設
立
さ
れ
一
年
が
経
ち

ま
し
た
。
施
設
と
し
て
の
共
同
保

存
図
書
館
は
残
念
な
が
ら
ま
だ
具

体
化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
必
要
性

の
認
識
は
着
実
に
広
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
多
く
の
方
々
か
ら

賛
同
を
い
た
だ
き
、
支
援
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

記
事
が
朝
日
新
聞
や
日
本
経
済
新

聞
に
載
り
、
最
近
４
月
１
９
日
に

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ス
タ
ジ
オ
パ
ー

ク
」
で
『
広
が
る
か
「
共
同
保
存

図
書
館
」
運
動
』
が
全
国
放
送
さ

れ
た
ば
か
り
で
す
。 

も
う
一
つ
の
動
き
が
東
京
都
市

長
会
の
動
き
で
す
。「
広
域
連
携
の

勧
め
―
―
多
摩
の
魅
力
を
高
め
る

１
８
の
連
携
―
―
」
の
中
で
蔵
書

保
存
場
所
の
共
同
設
置
が
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
多
摩
地
区

の
行
政
組
織
で
も
共
同
保
存
図
書

館
の
必
要
性
が
認
知
さ
れ
た
こ
と

で
、
大
い
に
取
り
組
み
の
弾
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

共
同
保
存
図
書
館
の
必
要
性
を

さ
ら
に
知
っ
て
も
ら
い
、
実
現
に

向
け
た
意
識
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
一 

 
 
 

環
と
し
て
設
立
一
周
年
イ
ベ
ン
ト

「
広
げ
よ
う
！
共
同
保
存
図
書 

 

館
」
を
企
画
し
ま
し
た
。 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
で
は
、

先
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
を
企
画
し
、
放

送
の
中
で
解
説
を
さ
れ
た
扇
谷
勉

さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
メ
デ

ィ
ア
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
必
要
性
や

番
組
作
成
の
苦
労
話
を
お
聞
き
し

ま
す
。 

ま
た

国
会
図

書
館
の

関
西
館

の
設
置

準
備
に

携
わ
り
、

資
料
保

存
の
必

要
性
を

国
レ
ベ

ル
で
考

え
て
お

ら
れ
た

千
代
正

明
さ
ん

に
は
、
共
同
保
存
図
書
館
へ
の
お

考
え
や
実
現
に
向
け
た
助
言
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
事
の
清
田

義
昭
か
ら
は
、
出
版
業
界
の
現
状

を
踏
ま
え
な
が
ら
共
同
保
存
図
書

館
へ
の
関
心
・
期
待
に
つ
い
て
触

れ
て
い
く
予
定
で
す
。 

最
後
に
は
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
恒
例

行
事
と
し
て
「
懇
親
会
―
―
ビ
ア

＆
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」
を
行
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
理

事
と
懇
親
を
深
め
て
い
た
だ
く
機

会
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

 ２
０
０
７
年
５
月
２
７
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
３
０
分

ま
で 

 

場
所
：
：
調
布
市
市
民
プ
ラ
ザ

あ
く
ろ
す 

あ
く
ろ
す･

ホ
ー
ル 

 
 

(

京
王
線
国
領
駅
北
口
前
西
友
上
）

http://www.chofu-across.jp/g
oannai_tizu_fram

e.htm
l  

（
会
場
電
話
０
４
２
―
４
４
３
―

１
２
２
０
） 

 

多
摩
デ
ポ
通
信 

第 

２ 

号 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館
・多
摩 

 

調
布
市
深
大
寺
北
町
一
―
三
一
―
一
八 

２
０
０
７
年
４
月
２
９
日
発
行 

 
 
 

●depo_tama@yahoo.co.jp  

●
郵
便
振
替00170-8

‐610534 
 

●
Ｈ
Ｐ
／http://www.geocities.jp/depo_tam

a/index.htm
l 

 

  

広げよう！    

  共同保存図書館  

    ――設立一周年記念・パネルディスカッション 



 

内
容
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
多
摩
デ
ポ
設
立

の
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て 

 

●
東
京
都
市
長
会
の
動
き 

●
東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協

議
会
の
動
き 

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
広
げ
よ
う
！
共
同
保
存
図
書

館
」 ◇

パ
ネ
リ
ス
ト 

扇
谷
勉
氏（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
） 

千
代
正
明
氏
（
日
本
図
書
館
協

会
理
事 

元
国
立
国
会
図

書
館
） 

清
田
義
昭
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存

図
書
館
・
多
摩 

理
事 

出
版

ニ
ュ
ー
ス
社
社
長
） 

 

◇
司
会 

 

斎
藤
誠
一
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存

図
書
館
・
多
摩 

理
事
） 

 
 
 

 

●
懇
談
会
（
お
な
じ
み
ち
ょ
っ
ぴ

り
、
ビ
ア
＆
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
会
） 

 

※
参
加
費
５
０
０
円（
当
日
徴
収
） 

※
事
前
申
し
込
み
、
な
し
で
す
。 

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

 

 注
目
す
べ
き
東
京
都 

 
 

 

市
長
会
の
動
き
・
報
告 

  
 
 

理
事
長 

 

座
間
直
壯 

平
成
１
８
年
１
１
月
東
京
都
市

長
会
は
「
広
域
連
携
の
勧
め
～
多

摩
の
魅
力
を
高
め
る
１
８
の
連
携

～
」
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
巻
頭
言
の
最
初
の
言
葉
は

「
自
治
体
の
広
域
連
携
で
す
ぐ
思

い
つ
く
の
が
図
書
館
の
相
互
利
用

や
消
防
の
相
互
応
援
協
定
で
あ

る
。」
と
あ
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
１
８
の
連
携
事
例
の

７
番
目
に「
多
様
な
図
書
館
連
携
」

が
掲
げ
ら
れ
、
三
つ
の
提
案
が
示

さ
れ
、
そ
の
中
の
一
つ
が
「
…
…

古
く
な
っ
た
蔵
書
の
共
同
保
管
の

提
案
で
す
。
ど
の
図
書
館
も
リ
ク

エ
ス
ト
の
少
な
く
な
っ
た
蔵
書
の

保
管
に
困
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
多
摩
全
域
を
カ
バ
ー
す

る
蔵
書
保
管
場
所
を
共
同
設
置
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。」と
い
う
も

の
で
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
が
描
い

て
い
る
共
同
保
存
図
書
館
構
想
と

全
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
我

が
多
摩
の
市
長
会
も
図
書
館
の
現

状
に
危
機
感
を
持
ち
、
現
状
打
開

と
更
な
る
発
展
を
期
し
て
の
提
言

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

早
速
、
私
と
斎
藤
事
務
局
長
の

二
人
で
市
長
会
事
務
局
を
尋
ね
、

担
当
の
三
村
企
画
政
策
室
長
に
お

会
い
し
て
、
こ
れ
ら
の
詳
し
い
経

緯
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。 

三
村
室
長
か
ら
は
、
図
書
館
の

問
題
と
同
様
に
公
文
書
館
の
共
同

設
置
も
緊
急
性
を
要
す
る
課
題
で

あ
り
、
１
８
番
目
の
提
言
と
し
て

「
公
文
書
館
の
共
同
設
置
」
を
掲

げ
て
い
る
が
、
図
書
館
と
公
文
書

館
を
一
緒
に
考
え
ら
れ
な
い
か
と

い
う
話
も
出
て
き
ま
し
た
。 

 

私
と
斎
藤
は
思
わ
ず
身
を
乗
り

出
し
て
「
そ
れ
は
面
白
い
発
想
で

あ
り
素
晴
ら
し
い
考
え
で
は
な
い

か
」
と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

図
書
館
と
公
文
書
館
は
そ
れ
ぞ

れ
機
能
が
異
な
る
こ
と
は
事
実
で

す
が
、
両
施
設
で
は
資
料
の
整
理

や
保
存
、
自
治
体
へ
の
資
料
提
供

な
ど
様
々
な
部
分
で
共
通
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
な
る
。
全
国
に



 

先
駆
け
て
多
摩
地
区
で
試
行
す
る

こ
と
も
充
分
価
値
の
あ
る
話
で
は

な
い
か
、
と
話
は
盛
り
上
り
ま
し

た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
市
長
会
は
多
摩

地
区
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
新

た
な
施
策
と
し
て
「
広
域
連
携
の

勧
め
」
と
い
う
積
極
的
な
提
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
こ
れ
ら

提
言
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
活
動

助
成
事
業
も
創
設
さ
れ
、
調
査
・

研
究
費
や
活
動
費
が
助
成
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
、
市
長
会
と
し
て
は
各
自

治
体
間
の
協
議
の
進
捗
を
見
守
り
、

出
さ
れ
た
提
言
が
一
つ
で
も
多
く

実
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

多
摩
地
区
の
図
書
館
長
協
議
会

も
、こ
れ
ら
の
動
き
に
対
応
し
て
、

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。「
共
同
利

用
図
書
館
検
討
委
員
会
」
と
い
う

名
称
で
、
８
自
治
体
の
館
長
が
月

１
回
程
度
会
合
を
持
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
実
現
策
へ
の
第
一
歩
と

し
て
、
先
に
触
れ
ま
し
た
市
長
会

の
調
査
・
研
究
費
や
活
動
費
の
助

成
を
得
て
計
画
を
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
者
や
大
学
の
研
究
機
関
へ
の
計

画
書
設
計
委
託
を
準
備
し
つ
つ
あ

る
よ
う
で
す
。 

一
方
、
昨
年
み
な
さ
ま
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
５
万
冊
の
処

理
事
業
の
う
ち
、
武
蔵
野
市
の
図

書
交
流
セ
ン
タ
ー
で
保
管
す
る
資

料
の
デ
ー
タ
作
成
事
業
な
ど
も
、

検
討
す
る
こ
と
に
な
る
模
様
で
す
。 

多
摩
の
自
治
体
が
積
極
的
に
動

か
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
話
な
の
で
、

関
係
各
位
の
尽
力
に
期
待
す
る
と

同
時
に
、
我
々
も
積
極
的
な
協
力

と
行
動
を
起
こ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

   

 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館
・

多
摩
」
の
活
動
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組

で
全
国
放
送
さ
れ
ま
し
た
。 

４
月
１
９
日
午
後
１
時
４
５
分

か
ら
放
送
さ
れ
た
「
ス
タ
ジ
オ
パ

ー
ク
」
の
「
暮
ら
し
の
中
の
ニ
ュ

ー
ス
解
説
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
タ

イ
ト
ル
は
「
広
が
る
か
『
共
同
保

存
図
書
館
』
運
動
」
で
し
た
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
扇
谷
勉
さ
ん
が

映
像
と
フ
リ
ッ
プ
を
使
い
な
が
ら

解
説
す
る
も
の
で
、
８
分
間
と
い

う
短
い
時
間
で
す
が
“
共
同
保
存

図
書
館
”
と
い
う
新
し
い
取
り
組

み
が
全
国
に
紹
介
さ
れ
た
意
義
は

大
変
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

内
容
は
、
東
京
都
内
の
図
書
館

の
除
籍
の
実
態
を
説
明
し
た
上
で
、

“
図
書
館
が
頭
を
悩
ま
す
問
題
”

と
し
て
蔵
書
の
廃
棄
問
題
を
取
り

上
げ
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館
・
多
摩
」

の
活
動
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。 

共
同
保
存
図
書
館
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
利
用
率
が
落
ち
た
資
料
で

も
捨
て
な
い
で
保
存
で
き
る
こ
と
、

収
納
ス
ペ
ー
ス
を
節
約
で
き
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
具
体
的
な

行
動
と
し
て
私
た
ち
の
メ
ン
バ
ー

が
東
京
都
市
町
村
立
図
書
館
長
協

議
会
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
作

業
に
入
っ
た
西
東
京
市
と
日
野
市

で
の
保
存
シ
ー
ル
貼
り
の
場
面
も

放
送
さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
、
最
終
的
な
保
存
機
能
を

も
つ
国
立
国
会
図
書
館
の
資
料
は

利
用
に
制
約
が
あ
る
と
い
う
こ
と

と
の
対
比
で
、
私
た
ち
の
共
同
保

存
図
書
館
の
役
割
が
利
用（
貸
出
）

の
た
め
の
資
料
保
存
で
あ
る
こ
と

が
解
説
さ
れ
て
お
り
、
運
動
の
意

私
た
ち
の
運
動
が 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
で 

全
国
放
送
さ
れ
る 



 

図
す
る
点
を
う
ま
く
表
現
し
て
も

ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、

行
政
体
か
ら
の
財
政
支
援
の
問
題

や
多
摩
地
域
の
足
並
み
を
揃
え
る

と
い
う
課
題
は
あ
る
が
、
実
現
へ

の
期
待
は
大
き
い
と
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
扇
谷
勉
さ

ん
は
映
像
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
へ

の
関
心
が
高
く
、
そ
の
関
連
で
図

書
館
の
資
料
保
存
の
取
り
組
み
に

も
興
味
を
持
ち
、
今
回
の
取
材
に

結
び
つ
い
た
と
の
こ
と
。
今
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ご
支
援
を
い

た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
運
動
に
弾
み
が
つ

く
番
組
で
し
た
。 

 

日
野
市
議
会
で
の
図
書
館
に

関
す
る
議
員
質
問
の
中
で
、
共

同
保
存
図
書
館
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
―
― 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

平
成
１
９
年
の
第
１
回
市
議
会 

定
例
会
で
、
公
明
党
の
田
原
議
員 

か
ら
「
図
書
館
を
地
域
の
情
報
拠 

点
と
し
て
活
用
し
よ
う
！
」
と
い 

う
、
全
１
６
項
目
に
の
ぼ
る
質
問 

が
あ
り
ま
し
た
。 

現
在
の
図
書
館
基
本
計
画
の
策

定
状
況
や
新
中
央
図
書
館
問
題
と

と
も
に
、
多
摩
地
域
で
の
共
同
保

存
図
書
館
設
立
の
動
き
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
市
内
の
企
業
の
科
学
技
術

系
雑
誌
を
受
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
と
い
う
質
問
で
し
た
。 

（
議
事
録 
以
下
参
照 

http://www.lib.city.hino.t

okyo.jp/hnolib_doc/tosyoka

nkihonkeikaku/tosyokankiho

nkeikaku.htm 

［
１
月
３
０
日
『
公
明
新
聞
』
に

は
神
奈
川
県
立
図
書
館
が
旧
県
立

野
庭
高
校
の
校
舎
で
行
っ
て
い
る

デ
ポ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
］
。 

質
問
に
答
え
て
、
教
育
委
員
会

文
化
ス
ポ
ー
ツ
担
当
参
事
か
ら
は
、

日
野
市
の
図
書
館
も
共
同
保
存
図

書
館
を
検
討
し
て
い
る
図
書
館
長

協
議
会
の
活
動
に
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。 ４

月
１
日
、
事
務
所
を
移
転
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
置
か
せ
て
い

た
だ
い
て
い
た
立
川
市
高
松
町
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
雑
貨
店
が
撤
退
し

た
こ
と
に
伴
う
引
越
し
で
す
。 

新
住
所
は
、
調
布
市
深
大
寺
北

町
１
丁
目
３
１
番
１
８
号
で
、
調

布
駅
も
し
く
は
三
鷹
駅
・
吉
祥
寺

駅
か
ら
バ
ス
。
都
立
調
布
北
高
校

の
近
く
で
す
。
ア
ク
セ
ス
は
少
し

不
便
で
す
が
、
部
屋
も
広
く
、
郵

便
ポ
ス
ト
も
専
用
で
す
。 

週
１
回
木
曜
の
午
後
、
事
務
局

江
森
・
田
中
が
交
代
で
事
務
所
に

行
く
予
定
で
す
。
た
だ
、
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
は
引
い
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

連
絡
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
郵
便
か

メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。
郵
便

物
の
確
認
が
定
期
的
に
は
週
１
回

な
の
で
ご
不
便
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
多
摩
デ
ポ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
！ 

 
 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
未
完
成
で
す

が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。 

http://www.geocities.jp/dep
o_tam

a/index.htm
l 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館
・
多

摩
」
の
サ
イ
ト
名
で
も
ヒ
ッ
ト
。 

 

な
お
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
多
摩
デ
ポ
」
が

で
き
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
は
、

三
多
摩
図
書
館
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

http://www.hinocatv.ne.jp/~j
e1hyg 
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務
所 

 

調
布
に
引
っ
越
し
ま
し
た 

 



 

◇
新
年
度
の
会
費 

納
入
の
お
願
い
◇ 

 

昨
年
５
月
に
任
意
団
体
と
し
て

発
足
し
、
ま
も
な
く
１
年
に
な
り

ま
す
。
発
足
時
に
は
早
期
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
化
の
予
定
で
、
会
計
年
度

は
決
め
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

次
年
度
に
持
ち
越
し
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
こ
の
３
月
の
理
事

会
で
任
意
団
体
と
し
て
の
会
計
年

度
を
４
月
か
ら
３
月
ま
で
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。（
２
０
０

６
年
度
は
２
０
０
６
年
５
月
か
ら

２
０
０
７
年
３
月
で
す
。） 

 

４
月
か
ら
新
年
度
に
な
り
ま
す

の
で
年
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し

ま
す
。年
会
費
５
０
０
０
円
で
す
。  

４
月
～
９
月
入
会
の
方
（
会
員

番
号
０
６
―
０
１
―
○
○
○
）
に

は
４
月
に
、
１
０
月
～
３
月
入
会

の
方
（
会
員
番
号
０
６
―
０
２
―

○
○
○
）
に
は
１
０
月
に
郵
便
振

替
振
込
票
を
お
送
り
し
ま
す
。 

 

今
年
度
か
ら
は
加
入
者
負
担
の

用
紙
に
し
ま
し
た
の
で
払
込
時
の

手
数
料
は
不
要
で
す
が
、
実
は
、

払
込
票
挿
入
口
の
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

送
金
し
て
い
た
だ
く
と
、
当
会
の

負
担
が
４
０
円
安
く
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
送
金
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。（
会
計 

田
中
ヒ
ロ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

―
―
「
デ
ポ
通
信
」
の 

印
刷
送
付
に
つ
い
て 

  

こ
の
『
多
摩
デ
ポ
通
信
』
を
、

毎
号
〈
紙
に
印
刷
し
て
送
る
〉
と

決
め
た
の
は
１
月
２
３
日
理
事
会
。

経
費
を
考
え
メ
ー
ル
版
だ
け
発
行

で
も
い
い
か
、
と
の
意
見
も
聞
こ

え
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。 

『
通
信
』
は
公
式
記
録
の
ひ
と

つ
で
あ
り
広
報
媒
体
と
し
て
も
重

視
す
べ
き
、
会
員
各
位
へ
封
筒
で

届
く
定
期
便
も
欲
し
い
、
な
ど
の

声
が
優
勢
に
な
っ
た
次
第
で
す
。 

共
同
「
保
存
」
図
書
館
建
設
運

動
ら
し
い
採
決
、
と
い
う
ほ
ど
で

は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。 

（
平
山
） 

 

※
楽
し
い
行
事
の
紹
介
で
す 

毎
年
、
数
万
冊
の
市
民
の
寄
付
の

図
書
を
集
め
、千
人
規
模
の
参
加
。

数
十
万
円
を
売
り
上
げ
、
収
益
か

ら
市
立
図
書
館
へ
寄
付
も
行
っ
て

い
る
小
平
図
書
館
友
の
会
古
本
市
。 

●
日
時 

：
５
月
１
９
日
（
土
） 

午
前
１
０
時
～
午
後
５
時 

：
５
月
２
０
日
（
日
） 

午
前
１
０
時
～
午
後
３
時 

●
場
所 

：
小
平
市
中
央
公
民
館 

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 
 

西
武
多
摩
湖
線
青
梅
街
道
駅

下
車
、
国
分
寺
方
面
へ
徒
歩
５
分 

（
小
平
市
立
中
央
図
書
館 

入
り
口
の
隣
で
す
） 

  

※
本
の
寄
付
を
し
て
い
た
だ
く
日 

５
月
１
２
日
（
土
）
、
１
３
日
（
日
）

午
後
１
時
～
４
時 

小
平
市
中
央
図
書
館
裏
手
、

職
員
通
用
口
を
入
っ
て
左 

 

館
外
奉
仕
室
の
内
へ
ど
う
ぞ 

 

※
本
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
方 

に
は
、
古
本
市
当
日
使
え
る 

無
料
券
（
３
冊
分
）
を
進
呈
。 

 

会
場
で
会
い
ま
し
ょ
う
！ 

小
平
図
書
館
友
の
会
第
９
回 

チ
ャ
リ
テ
ィ
古
本
市 



 

 

         

日
本
図
書
館
協
会 

資
料
保
存
委
員
会
委
員 

真
野
節
雄 

 

現
在
の
「
図
書
館
法
」
が
１
９

５
０
年
に
成
立
し
て
か
ら
５
７
年
。

図
書
館
が
〈
必
要
な
資
料
を
収
集

し
、
整
理
し
、
保
存
し
て
、
一
般

公
衆
の
利
用
に
供
し
、そ
の
教
養
、

調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

施
設
〉
だ
と
い
う
こ
と
は
、
す
っ

か
り
定
着
し
た
か
に
見
え
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
高
度
成
長
期
に
出

版
点
数
が
急
増
し
、
予
測
を
遥
か

に
上
回
る
速
さ
で
書
架
か
ら
本
が

溢
れ
る
事
態
が
生
ま
れ
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
普
及
が
進
ん
で
自
ら
世

界
に
向
け
て
情
報
発
信
す
る
こ
と

が
日
常
的
に
な
る
に
つ
れ
、
旧
来

の
紙
等
を
利
用
し
た
印
刷
物
の
保

存
か
ら
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
保
存

ま
で
、
人
々
の
知
的
・
文
化
的
所

産
の
保
存
対
象
件
数
が
爆
発
的
に

増
え
、
図
書
館
で
「
保
存
す
る
」

こ
と
の
中
味
が
次
第
に
あ
や
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

日
本
図
書
館
協
会
資
料
保
存
委

員
会
で
は
、酸
性
紙
問
題
を
機
に
、

コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
現
状
保
存
）

及
び
修
復
を
中
心
と
し
た
「
資
料

保
存
」
に
つ
い
て
研
究
・
技
術
の

普
及
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
情

勢
を
踏
ま
え
て
昨
年
新
た
に
「
保

存
管
理
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。 

製
本
・
補
修
、
予
防
的
保
存
、

維
持
管
理
、
マ
イ
ク
ロ
化
・
電
子

化
、
環
境
整
備
、
災
害
対
策
、
利

用
者
教
育
・
職
員
教
育
、
収
集
方

針
・
廃
棄
方
針
と
の
連
携
、
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
と
の
関
連
、
図
書
館

協
力
な
ど
を
包
括
し
た
責
務
に
、

図
書
館
が
統
合
的
、
体
系
的
、
計

画
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と

考
え
た
か
ら
で
す
。
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
基
盤
の
適
切
な
確
保
の
た
め

に
、
蔵
書
の
保
存
に
つ
い
て
の
考

え
方
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
の
図
書
館
の
普
及
に
東

京
・
多
摩
地
域
の
図
書
館
が
果
た

し
た
役
割
は
大
き
く
、「
共
同
保
存

図
書
館
」
設
置
へ
の
動
き
に
は
注

目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
秋
に
東
京
で
開
催
が
決
ま

っ
て
い
る
全
国
図
書
館
大
会
で
の

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館
・
多

摩
」の
報
告
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 ※

プ
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
保
存
の

た
め
の
予
防
的
措
置
） 

●
修
復
、
プ
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
は
、 

http://www.jla.or.jp/hozon/h
ozonkanri/teigi.pdf  

参
照
。 

 

★
有
川
浩
の
話
題
の
小
説
「
図
書

館
戦
争
」
シ
リ
ー
ズ
は
も
う
読
ま

れ
ま
し
た
か
？ 

★
そ
の
女
主
人
公
の
喜
怒
哀
楽
と

冒
険
の
舞
台
と
な
る
武
蔵
野
市
図

書
館
の
地
下
に
は
、
な
ん
と
巨
大

な
デ
ポ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が

あ
る
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

★
こ
れ
ま
で
「
図
書
館
映
画
」
も

「
図
書
館
小
説
」
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
、
作
品
の
出
来
は
い
ろ
い
ろ
。

し
か
し
デ
ポ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
が
登
場
す
る
小
説
は
初
め
て
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
有
川

の
小
説
は
、
図
書
館
屋
の
行
動
と

気
分
を
う
ま
く
掬
い
取
っ
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ヒ
ロ

さ
ん
、
も
っ
と
デ
ポ
を
描
い
て
。 

コンサベーションから 

更に、プリザベーションに 

進もう―――  



 

年
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。
忘
れ
去

っ
て
い
る
過
去
の
あ
る
出
来

事
を
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
か

ら
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。

「
本
を
捨
て
る
な
！
」
の
文
字

は
、
私
が
働
い
て
い
た
図
書
館

で
の
「
ア
ン
ネ
の
部
屋
」
事
件

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。 

 

一
八
歳
人
口
が
１
９
９
２
年
の

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
大
学
入
学
者
の

数
が
年
々
減
り
は
じ
め
た
地
方
の

私
立
大
学
の
図
書
館
に
私
は
勤
務

し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
経
営
体

質
改
善
の
た
め
、
支
出
額
が
突
出

し
て
高
い
図
書
館
に
は
元
銀
行
員

が
図
書
館
事
務
長
と
し
て
配
属
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
カ
ウ
ン
タ

ー
設
備
の
改
善
、
事
務
処
理
の
簡

略
化
、
年
休
取
得
の
公
平
化
な
ど

が
次
々
と
す
す
め
ら
れ
て
行
き
、

人
に
と
っ
て
の
環
境
は
改
善
さ
れ

る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。 

 

が
、
資
料
の
収
集
と
保
管
に
関

し
て
は
、暗
黒
時
代
に
突
入
し
た
。

と
り
わ
け
、
寄
贈
さ
れ
る
大
学
紀

要
が
「
我
慢
の
な
ら
な
い
存
在
」

と
評
価
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
紀
要

の
た
め
郵
便
物
が
増
え
る
、
受
入

の
手
間
が
か
か
る
、
保
管
場
所
が

な
い
、
め
っ
た
に
利
用
さ
れ
な
い

…
…
よ
っ
て
、
切
り
捨
て
る
べ
き

で
あ
る
と
言
う
。
ま
ず
は
、 

「
新
し
く
届
く
紀
要
は
す
べ
て
廃

棄
」と
の
方
針
が
言
い
渡
さ
れ
た
。 

 

「
闘
え
！
」
と
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
小
さ
な
私
立
大
学

で
は
「
い
や
な
ら
辞
め
ろ
！
」
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
。 

 

さ
て
、
こ
こ
か
ら
が
レ
ジ
ス
タ

ン
ス
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
幸
い

に
も
紀
要
に
関
し
て
は
私
と
同
僚

の
Ｍ
さ
ん
だ
け
の
担
当
で
あ
る
か

ら
、
す
ぐ
に
対
処
で
き
た
。 

図
書
館
の
す
ぐ
傍
に
、
階
段
下

の
空
間
を
利
用
し
た
物
置
が
あ
り
、

そ
の
構
造
か
ら
、
掃
除
道
具
入
れ

と
し
て
入
口
付
近
し
か
使
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
奥
に
な
る
ほ
ど
天

井
は
低
い
も
の
の
、
紀
要
を
と
り

あ
え
ず
隠
し
て
お
く
に
は
充
分
だ
。 

他
の
人
が
い
な
い
時
間
帯
を
狙

っ
て
、
新
着
の
紀
要
を
運
び
続
け

た
。
少
な
く
と
も
市
の
ゴ
ミ
収
集

日
に
出
す
こ
と
だ
け
は
避
け
ね
ば

な
ら
な
い
。
何
回
か
利
用
の
請
求

が
あ
っ
た
と
き
は
、
腰
を
ま
げ
て

該
当
す
る
号
を
探
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
生
き
続
け
た
。
配
架
コ

ー
ド
は
、「
ア
ン
ネ
の
部
屋
」。
考

え
る
こ
と
な
く
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
て
、

苦
笑
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
半
年
ほ
ど
だ
っ
た
か
、

ち
ょ
う
ど
ア
ン
ネ
の
部
屋
も
満
杯

に
な
っ
て
き
た
こ
ろ
、
事
務
長
が

異
動
と
な
っ
た
。
今
度
は
、
大
学

院
か
ら
論
文
指
導
に
役
立
つ
か
ら
、

他
大
学
の
紀
要
を
利
用
し
た
い
と

言
っ
て
こ
ら
れ
、
大
学
紀
要
た
ち

は
、
ア
ン
ネ
の
部
屋
か
ら
解
放
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
廃
棄
し
て
い
た

ら
逆
に
信
頼
を
失
う
と
こ
ろ
で
も

あ
っ
た
。 

  

確
か
に
、
ア
ン
ネ
の
部
屋
は
、

持
続
可
能
な
方
法
で
は
な
い
。
し

か
し
、
時
間
を
引
き
延
ば
す
こ
と

の
価
値
は
あ
っ
た
。
ア
ン
ネ
の
部

屋
と
重
な
る
思
い
も
あ
っ
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
共
同
保
存
図
書
館･

多
摩
の

活
動
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。 

随
時
募
集
し
ま
す
／
保
存
／
共
同

／
イ
ン
ス
パ
イ
ア
す
る
体
験
想
い 

投稿・ 

アンネの部屋 

  
       （会員・匿名希望） 



 

     ＮＰＯ 多摩デポ ・ この一年 

２００６年 5 月 ・任意団体として「NPO 共同保存図書館・多摩」発足 

・ＮＰＯ事務所を立川市高松町 2-20-2 に置く 

6 月 ・神奈川県立川崎図書館デポジットライブラリー（外国科学技術雑誌）見学 

8 月 ・呼びかけ人 26 人決定  入会・賛同お願い発送 

10 月 ・『出版ニュース』 10 月中旬号 津野海太郎理事「本を捨てるな！」執筆 

 ・館長会の保存指定資料シール貼りボランティア  西東京市図書館で作業    

11 月 ・朝日新聞記者から取材 

 ・日本経済新聞記者から取材 

 ・『朝日新聞』 24 日夕刊 7 面 「多摩に共同保存図書館を」掲載 

12 月 ・「ＮＰＯ共同保存図書館・多摩 を肴に大いに語ろう！」（対話・交流集会）開催 

 ・呼びかけ人 29 人に 

 ・『日本経済新聞』 11 日夕刊 20 面 「共同保存図書館動き出す」掲載 

 ・保存指定資料シール貼りボランティア 日野市立図書館  

２００７年 2 月 ・ＮＨＫ解説委員 扇谷勉氏取材 

4 月 ・事務所を調布市深大寺北町 1-31-18 に移転 

 ・19 日、NHK スタジオパーク 暮らしの中のニュース解説で 

 “広がるか「共同保存図書館」運動” 放映 

    ―――3 月末現在、ＮＰＯ多摩デポ個人会員数 １３１名、団体会員数 ２団体。 

2006 年度会計報告（06 年 5 月 17 日～07 年 3 月 31 日) NPO 共同保存図書館・多摩 

収  入   支      出    

会費（133 口） 665,000 事務所費（事務機器使用料含） 275,520  

寄付 1,294,792 事業費（集会，ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ交通費，保険） 79,736  

   ＜寄付内訳＞   会議費（理事会会場費） 31,000  

 個人 91 件：529,052 円   通信費（ﾘｰﾌﾚｯﾄ・会報送付等） 73,562  

大口 2 件：550,000 円   印刷費  10,115  

その他   ：215,740 円   消耗品費  40,602  

事業収入 54,371 雑費   6,765  

収入合計 2,014,163 支出合計   517,300  

    差引残高   1,496,863  

現金 76,143        

郵便振替口座 1,420,720       

未払金 0       

借入金 0       

   2007 年４月１９日  会計 田中ヒロ   


